
紫江’Ｓ水環境館 
 

施設管理者 ：北九州市建設局下水道河川部 水環境課 
施設所在地 ：福岡県北九州市小倉北区船場町 1-2 
調査見学時期 ：平成１９年１０月１７日 
施設概要 
紫江’Ｓ（しこうず）水環境館は、北九州市のシンボル的な紫川のほとりにある「川」と「水」

をテーマにした体験型展示学習施設です。治水対策と水辺を生かしたまちづくりを同時に行う都

市基盤河川改修事業（紫川マイタウン・マイリバー整備事業）の中核施設として、平成 12 年 7
月に開館されました。 
本施設は、全体を箱型の護岸として、地下の内空部分(1,300m2)を利用して作られています。施

設内には、紫川の水面下を見ることができる 2,300×7,200mm、厚さ 255mm のアクリル製の窓が

あり、この「河川観察窓」からスズキ・ボラ・カニなどの生きものや、淡水と海水に境界面がで

きる現象「塩水くさび」など四季折々の紫川の様子を直接観察できます。また、紫川の豊かな自

然に触れるための生物の展示や、コンピューターや映像を使った情報コーナーの他、定期的なイ

ベントも行われています。 
 
 

 

 
 

館内入り口 河川観察窓 

水環境館 施設案内図
(出典；水環境館ホームページ http://www.qbiz.ne.jp/cecera/mizukkan/) 


